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 新年あけましておめでとうございます。 
 皆様方におかれましては、希望に満ちた新年を迎えられたことと思います。 
 日頃より豊寿園に対し、多くの方々の温かいご支援、ご協力を賜り、心より
お礼と感謝を申し上げます。当園も皆様方のお力添えをもちまして、無事に新
年を迎えることができました。 
 豊寿園は今年で開設20年目を迎え、施設も多少老朽化が目立つように
なりました。特に空調機器は昨年皆様にも大変ご迷惑をおかけいたしました。
今後も館内設備の保守管理につきましては、万全の態勢で臨み、速やかに
手当してまいります。 
 さて、昨年4月の介護報酬改正等により、園の運営は大変厳しくなっており
ますが、今一度初心に立ち返り、利用者様やご家族の皆様に安心して毎日
をお過ごし頂けるよう、職員一丸となって取り組んでまいりたいと考えております。 
 また、地域の皆様との絆を大切に、更なる連携に努めて行く所存でございま
す。 
 何卒、当園の運営ならびに赤十字事業の伸展にご支援とご協力を賜りま
すよう心からお願い申し上げます。最後になりますが、皆様のご健勝とご多幸
を心よりお祈り申し上げます。 
              
                           園長 森  広樹 
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平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 か ら の 豊 寿園 の 
入 所 待 機 者 が 決 定 し ま し た ！ 

 

 平成27年12月１日から平成28年5月31日までの
間、豊寿園の入所待機をしていただく方々が決定
しました。今回のお申し込みは84名でした。入所順 
位の進捗はホームページでもご確認いただけます。 

園 内 で 利 用 者 様 の お 看 取 り に 対 応 で き る よ う に な り ま し た 。 

地域の方々と徘徊模擬訓練を行います！ 
 

 豊寿園では、地元地域である門司区松ヶ江北校
区の皆さんと、2月20日（土）に、地域内で認知症の
方が行方不明になったことを想定した、捜 
索模擬訓練を行います。 
 同様の訓練は大牟田市の取り組みが有名です
が、北九州市の門司区内では初めての実施と 
なります。 
 訓練に興味をお持ちの方がいらっしゃいましたら、 
生活相談係までお問合せください。 

むくの木 庄野委員長とじゅんの会 国島会長 

 豊寿園では、ご入所いただいている方が終末期を迎
えられ、ご本人、ご家族等が積極的な医療をご希望さ
れない場合に、園内で最期を迎えていただく『看取り介 
護』をこのたび導入いたしました。 
 導入開始に先立って、11月11日には家族会主催で、
豊寿園の嘱託医である渡邉教文先生を講師に迎え、 
勉強会が行われました。 
 本号編集時点では対象者はいらっしゃいません。 
 私たちと一緒に利用者様のより良い最期を考えてみ
ませんか。看取り介護についての、お問合せやご相談 
は生活相談係までお声掛けください。 

勉強会の様子 豊寿園のご家族だけでなく、地元自治会の方々 
や、近隣施設の方々も聴講されました 

赤 十 字 の ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 達 の 
交 流 会 が 行 わ れ ま し た ！ 

 

 11月11日、福岡市西区にあります日赤の大寿園
で活動されている、日赤大寿園奉仕団むくの木の
皆さんが来園され、豊寿園で活動いただいていま
す北九州赤十字看護奉仕団じゅんの会の皆さんと 
の交流会が行われました。 
双方の活動状況や思いなどを語り合い、今後の活 
動の更なる充実を誓い合われました。 
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もっとクロス 
 
夏休み福祉体験講座 
松ヶ江北小学校交流１回、２回 
松ヶ江中学校での車いす体験 
松ヶ江北校区ウェルクラブ対象の認知症サポーター 

１０月１７日 
新門司保育所の園児さんと交流 
 

園児さんの踊りの披露の後、一緒に手
遊びをしました。可愛い園児さんとのふ
れあいをとても喜ばれていました。 

 

１０月、１１月 
北九州市立松ヶ江北小学校と 
の交流が無事終了しました  
 
9月の出前授業に続いて、10
月、11月には、豊寿園に来て

いただいて、介護体験や利用
者様と交流を行いました。 

１１月５日 
萩ケ丘小学校車いす講習 
 

門司区社会福祉協議会ボラン
ティア・市民活動センター主催 

の福祉体験学習に、荒木施設
介護係長、坂根通所介護係長
が講師として出講しました。 
 

１１月１４日 

たくさんのボランティアさんに
お越しいただきました 
 

北九州市職員ボランティアの
会、門司区福祉ボランティア一
期会、豊国学園サッカー部の
皆さんが来園され、園内での
清掃活動をしてくださいました。 
 

１２月２０日 

認知症サポーター養成講座・
ステップアップ研修 
 

ウェル戸畑で開催された講座
に、キャラバンメイト（認知症サ
ポーター講師）である、奥水介
護課長と荒木生活相談係長が
出講しました。 
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義
母
は
、
義
父
と
一
緒
に
船
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
。
頑
張
り
屋
の
義
母
は
、
船
長
の
免
許
も
と
り

ま
し
た
。
義
父
が
60
歳
の
年
に
、
膝
が
痛
い
と
一

緒
に
引
退
を
し
ま
し
た
が
、
62
歳
の
時
に
義
父
は

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
友
達
と
カ
ラ
オ

ケ
教
室
に
通
っ
た
り
、
地
域
の
文
化
祭
や
み
な
と

祭
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
な
ど
と
て
も
元
気
で
し 

た
。
異
変
に
気
付
い
た
の
は
、
「
鍵
を
な
く
し
た
の

で
つ
く
り
変
え
た
か
ら
・
・
」
と
合
鍵
を
持
っ
て
く 

る
こ
と
が
2
度
続
い
た
と
き
で
す
。
そ
れ
か
ら
通

帳
が
無
い
！
と
夜
中
に
よ
く
電
話
が
か
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
度
め
ま
い
が
す
る
と
言
う

の
で
、
主
人
が
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
、
認
知
症
と
は
言
わ
れ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
ア
リ
セ
プ
ト
を
処
方
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
細
川
内
科
に
自
分
で
通
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
家
族
ぐ
る
み
で
仲
良
く

し
て
い
た
友
達
の
悪
口
を
い
っ
た
り
、
お
金
を
盗

ら
れ
た
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
被
害
妄

想
が
出
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
義
姉
か
ら
「
ケ
ア

マ
ネ
に
相
談
し
た
ら
？
」
と
言
わ
れ
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
で
も
気
に
入
っ
た
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
は
い
い
ん
で
す
が
、
気
に
入
ら
な
い
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
だ
と
、
「
お
金
を
盗
ら
れ
た
。
」
「
服
を 

盗
ま
れ
た
。
」と
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

―

通
帳
が
無
い
と
夜
中
に
よ
く
電
話
が
か
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た―

 今回インタビューに応じてくださった
須川清美 様  
育児をしながらの在宅介護につい
て色々な体験談を語ってくださいま
した。 

―
 

同
じ
も
の
を
買
い
に
来
る
と
お
店
の
人

が
心
配
し
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 ―

 

 

あ
の
時
の
対
応
は
あ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
、
今
も

考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
今
回
も
家
族
会
議
を
し
て
、

胃
ろ
う
ま
で
は
し
な
い
と
決
め
ま
し
た
。
義
母
の

こ
と
で
み
ん
な
自
分
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
る 

機
会
を
持
て
ま
し
た
。 

 

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
義
母
に
は
と
て
も

よ
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と 

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 ―
 

お
嫁
さ
ん
で
あ
る
清
美
さ
ん
は
、
須
川
さ
ん

に
笑
顔
が
と
て
も
似
て
い
ま
す
。
介
護
を
さ
れ
て

い
る
時
は
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
周
り
の

ご
家
族
と
相
談
し
な
が
ら
笑
顔
で
乗
り
切
っ
て
こ

ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
今
だ
か
ら
笑
っ

て
話
せ
る
こ
と
も
、
当
時
は
子
育
て
と
共
に
大
変

な
思
い
も
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
介
護
は
一
人

で
頑
張
ら
ず
に
、
家
族
全
員
で
関
わ
る
こ
と
、
周

囲
の
人
か
ら
の
協
力
を
受
け
る
事
が
大
切
だ
と

改
め
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

―
  

豊
寿
園
介
護
課
長 

奥
水 

あなたと向き合った日々 
HOUJYUEN × Family 

 今回、奥水介護課長のインタビューを受けてくださったのは、須川清美 様です。
ご自宅での介護を経て、現在はお義母様が豊寿園にご入所されています。 
そんな、須川様にご自宅での介護についてお聞きしました。 
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―
 

須
川
さ
ん
は
、
感
情
の
起
伏
は
あ
り
ま
し

た
が
と
に
か
く
声
を
た
て
て
笑
う
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。
認
知
症
の
進
行
で
、
急
激
に
状

態
が
変
化
し
、
笑
顔
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
と
て
も
残
念
で
す
。―

 

須川様がお元気な頃にご主人と撮
影したお写真  

 

そ
の
後
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
も
通
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
最
初
の
頃
は
、
「嫁
が
幼
稚
な
と
こ
ろ
に
行

か
せ
る
」
と
周
囲
の
人
に
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

折
り
紙
を
し
た
り
す
る
の
が
、
義
母
に
は
幼
稚
と

感
じ
た
よ
う
で
す
。
で
も
、
あ
る
時
か
ら
急
に
お

化
粧
を
し
た
り
、
身
な
り
に
気
を
付
け
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
週
1
回

か
ら
徐
々
に
増
や
し
て
楽
し
く
い
け
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
。
ど
う
も
お
気
に
入
り
の
男
性
介 

護
職
員
さ
ん
が
い
た
よ
う
で
す
（
笑
）。 

 

私
は
義
母
の
食
事
の
準
備
と
お
金
の
管
理
を
し

て
い
ま
し
た
。
義
母
は
家
に
帰
っ
て
く
る
と
、
義

姉
に
「
今
帰
っ
た
よ
」
と
電
話
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
「
お
金
を
も
ら
っ
て
な
い
」
と
か
、
「
ご
飯
食
べ 

て
な
い
」と
か
話
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
に
毎
日
、
そ
れ
も
何
度

も
買
い
物
に
行
っ
て
た
よ
う
で
す
が
、
同
じ
も
の

を
買
い
に
来
る
と
お
店
の
人
が
心
配
し
て
教
え
て

く
れ
た
の
が
助
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
義
母

の
家
か
ら
は
同
じ
化
粧
品
が
た
く
さ
ん
出
て
き 

ま
し
た
。 

 

あ
と
、
義
母
の
癒
し
に
な
る
と
思
っ
て
犬
を
飼

い
始
め
ま
し
た
。
義
母
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
犬
は
義
母
の
こ
と
が
大
好
き
で
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ス
が
戻
っ
て
来
る
の
を
待
っ
て
い

ま
し
た
。
あ
る
日
、
義
母
と
犬
が
『
お
い
し
し
い

ね
』
と
何
か
食
べ
て
る
ん
で
す
。
仏
壇
の
お
は
ぎ
を 

二
人
（？
）で
仲
良
く
食
べ
て
た
ん
で
す
（笑
）。 

 

私
の
子
供
た
ち
も
と
て
も
か
わ
い
が
っ
て
く
れ

て
、
帰
っ
て
く
る
の
を
よ
く
橋
の
上
で
待
っ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
ね
。
で
も
、
あ
れ
は
た
ぶ
ん
孫
の
こ
と

を
自
分
の
息
子
と
間
違
え
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま 

す
。 



タオルギャザー 

 片足づつ、左右それぞれ3回ずつ×2セット、セット間の休息60秒程度 

１）椅子に座り、床にタオルを敷きます 

２）タオルを、足の指だけでタオルを手前にたぐり寄せます 

３）ある程度、タオルをたぐり寄せたら、足を交代します。また両足で行ってもかまいません 

バランスボード 

 ご高齢の方でバランス感覚が低下していれば、とっさの危険回避や転倒防止など俊敏な動作ができません。日頃からバランス感覚の向上と筋力増強を図る。 

 ご高齢の方は、両足ではなく、片足で行ったほうが良いと思います。転倒に注意してください。手すりや椅子などにつかまりながら行う。片足をボードに乗せ、ボードの端が床に着かないよう水平を保つ。あるいはボードの端を床に着けたまま旋回させるのも足首の関節を柔らかくするのに効果があります。 

どれも自宅でできるものなので無理のない範囲でやってみてください。 

参考文献 

http://www.jcoa.gr.jp/locomo/therapy.html 
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豊寿園 

アルバム 

芋掘り 
秋祭り 
バスハイク 
音楽の集い 
冬至の日 
忘年会 
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あとがき 
 
 あっという間の平成27年がおわり、新年を迎えました。 
 今回は、全職員の顔写真を巻頭に掲載して年始のご挨拶
をさせていただきました。 
 さて、豊寿園では、昨年も様々な事に取組み、この豊か
な樹でもご紹介してきました。この広報誌「豊かな樹」は、
ありがたいことにいろいろな方からお褒めの言葉をいただ
いていますが、ホームページ、ブログ、フェイスブックな
どはまだまだ、見て頂いている方が少ない状況です。今年
は、豊かな樹ももちろんですが、それらの媒体についても、
より多くの方にご覧いただけるよう充実させていきたいと
思います。 
 そして、豊寿園の事業や赤十字の活動が、たくさんの方
にご理解いただくことができるよう、広報活動を続けてい
きたいと思いますので、今年もご支援とご協力をよろしく
お願いいたします。 
           平成27年度広報委員  森 英樹 

今回のCOVER GIRL 

今回表紙を
飾ってくれた
のは、２階特
養棟の福本薫
さんです。 
手がかじかむ
ほどの寒さの
中で、JR門司
港駅まで出か
けて写真撮影
に参加してく
れました。 

地域ぶらり情報 不自由さの中にこそ 

本当の自由がある 
 

豊寿園から、車で5分ほどのところに 

ある、  『IＤＥ ＡＵＴＯ ＳＥＲＶＩＣＥ』  

では、こだわりのイタリア車、フラン 

ス車をメインにクラシックカーの販 

売やメンテナンスを行っています。 

お店には、イタリ車やフランス車が、 

展示してあります。 

「イタリア車やフランス車は、個性的 

なデザインで、とても美しい。ＩＴ社 

会で、なんでも簡単にできる時代に、 

体を使って取り扱いにくい車に乗る 

のは、車と一体化して、特別に感じ 

るものがある。だからこそ、体を使っ 

て乗る車が、乗っていて、見ていて、 

走っていて楽しい車なんです。」と 

オーナーは話されていました。 

非日常的なひと時を、お好みの車 

とすごしてみませんか？  

 
イデオートサービス 
【営業時間】 月曜～土曜  
10:00～19:00 
（土、日、祝 アポイント要） 
【TEL】093-481-3956 
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上野美幸 ： 私はもともとは保育士をしていたのですが、次の就職先を探して
いる時に、職員を募集していることを知って、「初めての職種だけどやってみよ
う。」という気持ちで応募しました。母がヘルパーをしていた影響もあったと思い
ます。 
徳永 優 ： 私はニッセキと聞いてはいたのですが、ガソリン会社だと思ってい
ました（笑）。いろんな会社が介護業界に参入しているんだな、と…。 

―どうして豊寿園に入職したのですか？ ― 

奥水 薫 ： 私たちが入った頃は、“仕事は先輩たちを見て覚えろ”という感じ
で、今みたいにマニュアルなどはありませんでしたね。当時は、無我夢中でした
が、今は考えながら対応する余裕が出来たところが変わったところだと思います。
あとは、体重が増えたこと（笑）。 
上野美幸：白髪が増えたことと、目が悪くなってきたことですね（笑）。 
徳永 優 ： 当時は先輩たちから色々と教えてもらっていましたが、今では自
分にも後輩がたくさん増え、教える立場になったことですね。 
 

―入職当時と今とを比べると、どこが、どう変わったと思いますか？ ― 

上野美幸 ： 当時の利用者様で、誤って消火器を廊下に撒いてしまわれた方がいました（笑）。一瞬で廊下
中が白くなったのは驚きましたね。  
奥水 薫 ： 夜勤をしている頃、なかなか眠られない利用者様が廊下に立ちすくんでいるのでお声掛けする
と、「赤い服を着た子供がいる。」とおっしゃるんです。背筋がぞーっとしたのですが、よく見てみると、消化栓の
ランプが光っていました（笑）。 

―入職当時のエピソードなどあれば教えてください。 ― 

徳永 優 ： すべての方にオープンな施設になれたら、と思ってい
ます。ご自宅での認知症の方の介護は、たとえ家族でも本当に大
変だと思います。認知症が原因の様々な事件や事故のニュースを
聞くたびに、そういった方々に豊寿園の施設サービス、居宅サービ
スをご利用いただくことで、少しでもお役にたてれば、と思います。 
奥水 薫 ： やっぱり、認知症の方の介護は豊寿園に任せれば安
心、と思ってもらえる施設になる事が目標ですね。そして、利用者
様やご家族に、「豊寿園を利用して良かった」と言って頂ける施設
になることを目指してこれからも職員みんなと頑張っていきたいと思
います。 

―これから豊寿園で成し遂げたいことはありますか？― 
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豊寿園の歴史を彩ってきた職員達を、順番にご紹介し
ていくコーナーです。 

２回目は、開設後から平成１２年までに入職した職員３
名をご紹介します。 
 

奥 水  薫 
 

介 護 課 長 

 
平成１２年に？？歳で嘱
託職員として豊寿園に入
職。平成２５年からは介
護課長として、豊寿園の
介護内容一切を管理す
る。北九州市認知症介
護指導者として、他介護
サービス事業者の認知
症介護研修にも携わる。
プライベートでは、二人
の孫を持つおばあちゃん。 

上 野  美 幸 
 

1階  施設ケアマネジャー 

 
保育士を辞め、２９歳で開
設３か月目の豊寿園に入
職。特養での勤務を経て、
一時、ヘルパーステーショ
ンでサービス提供責任者
を務め、平成２６年度から
は特養に戻り、施設ケア
マネジャーも兼務。 
趣味はピアノ演奏。 

徳 永  優 
 

1 階 主 任 介 護 職 員 

 
平成１２年に２１歳で豊
寿園に嘱託職員として
入職。以来、特養一筋。
平成２７年からは主任
介護職員として、後輩の
指導も担うように。 
1月より1階特養棟へ異
動。豊寿園で1位、2位を
争う身長を誇る。趣味は
読書。 
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